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石
関
黒
山
墓
表
訪
問
記 

海
保
漁
村
に
よ
る
撰
と
書 

 
海
保
漁
村
が
み
ず
か
ら
書
し
た
字
を
刻
ん
だ
墓
が
あ
る
と
『
上
総
の
人 

海
保
漁

村
』(

瀧
口
房
州
著 
千
葉
日
報
社
刊 

昭
和
五
十
二
年)

で
読
み
、
ど
う
し
て
も
そ
の
字

を
見
た
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
二
年
ほ
ど
前
に
当
会
の
荒
川
先
生
の
力
を
借
り
て
澁
江

抽
齋
の
墓
碣
銘
を
読
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
の
よ
う
な
現
代
語
で
し
か
書
け
な
い
よ

う
な
内
容
を
、
漢
語
で
も
表
し
得
る
と
い
う
こ
と
が
私
に
は
驚
き
だ
っ
た
。
そ
れ
に

加
え
て
漁
村
の
写
真
と
い
う
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
漁
村
自
筆
の
自
画
像
と
い

う
も
の
は
残
っ
て
い
て(

浜
野
知
三
郎
編
『
海
保
漁
村
先
生
年
譜 

附
論
語
駁
異
』
昭

和
十
三
年
刊
掲
載)

、
そ
れ
は
そ
れ
で
興
味
深
い
が
、
大
儒
と
称
さ
れ
た
人
物
が
自
画

像
を
残
し
た
真
意
が
測
り
か
ね
る
。
私
は
そ
の
人
の
学
問
と
と
も
に
、
そ
の
人
自
身

に
も
大
い
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
漁
村
の
字
が
残
っ
て
い
る
な
ら
、
ぜ
ひ
そ
れ
を
見

た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。 

漁
村
が
文
を
撰
び
字
を
書
い
た
の
は
石
関
黒
山(

寛
政
十
年
生
ま
れ
～
安
政
五
年
二
月
十

二
日
沒
、
享
年
五
十
九
歳)

と
い
う
門
人
の
墓
表
で
、
そ
れ
は
現
在
、
群
馬
県
前
橋
市
陣

馬
町
の
小
出
神
社
境
内
に
あ
る
。
私
は
令
和
四
年
六
月
に
こ
こ
を
訪
れ
た
。 

そ
の
字
は
、
幕
府
の
祐
筆
で
あ
っ
た
小
島
成
斎(

抽
齋
墓
碣
銘
を
書
し
た)

に
比
べ
て
、

遙
か
に
の
び
の
び
と
し
、
生
き
生
き
し
て
い
る
。
こ
れ
は
私
が
予
想
し
て
い
た
通
り

だ
っ
た
。
当
時
の
大
儒
と
称
さ
れ
、
「
周
易
漢
注
攷
」
「
尚
書
漢
注
攷
」
の
著
者
と
し

て
高
名
な
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
で
考
証
学
者
ら
と
親
交
が
あ
り
、
彼
ら
の
著
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書
に
多
く
序
文
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
身
を
修
め
て
読
書
に
日
々
を
送
っ
て

い
た
だ
け
の
人
と
は
思
え
な
い
。 

字
を
子
細
に
見
れ
ば
、
縱
に
長
く
の
ば
す
線
は
多
く
が
ゆ
る
や
か
な
弧
を
描
い
て

お
り
、
横
に
長
く
の
ば
す
線
も
同
様
で
あ
る
。
「
は
ら
い
」
「
は
ね
」
は
必
ず
右
に
大

き
く
伸
び
、
大
き
く
跳
ね
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
を
多
々
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
食

傷
す
る
が
、
も
と
も
と
の
字
の
構
え
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。
字
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
空
気
を
吸
っ
た
よ
う
な
隙
が
あ
っ
て(9

行
目
「
場
」
、1

1

行
目
「
相
」
「
謀
」、

1
,8

行
目
「
石
」
、1

4

行
目
「
安
」
、4

,1
4

行
目
「
以
」
な
ど)

、
こ
れ
が
字
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
感
じ
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
分
る
。
そ
れ
以
上
に
、
扁
額
の
「
石
」
字
な

ど
は
遊
び
を
感
じ
さ
せ
る
。 

漁

村

自

筆

の

稿

本

は

「

玉
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真

本

水

部

攷
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な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
墓
表
の
字
は
墓
に
刻
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
書
か

れ
た
た
め
か
、
多
分
に
余
所
行
き
の
風
が
あ
り
、
そ
の
分
だ
け
美
し
い
。 

故
人
を
訪
ね
よ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
墓
に
参
る
こ
と
だ
が
、
漁

村
の
墓
は
大
正
の
大
震
災
で
失
わ
れ
た
と
い
う
。
嗣
子
で
あ
る
海
保
竹
逕
の
墓
は
府

中
市
紅
葉
丘
の
普
賢
寺
に
あ
る
が
、
漁
村
そ
の
人
の
墓
で
は
な
い
。
石
関
黒
山
と
同

様
に
、
仕
官
す
る
こ
と
な
く
処
士
と
し
て
生
涯
を
終
え
な
が
ら
も
、
大
儒
と
し
て
畏

https://www.iiif.ku-orcas.kansai-u.ac.jp/books/205454712#?page=1
http://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/d51fe64d-96b3-36e8-418d-a20cd6636d75#?pos=1
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怖
さ
れ
た
漁
村
の
、
少
々
畏
ま
っ
た
姿
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
見
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
大
変
に
貴
重
な
墓
表
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
当
会
の
荒
川
緑
先
生
に
原
文
の
訓
読
な
ど
で
、
多
々

ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
墓
標
の
写
真
は
、
こ
こ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 
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々 

読
み
下
し
文 

〆 

石
𨵿
黑
山
處
士
墓
表 

 
 

嗚
呼
、
是
れ
石
𨵿
黑
山
處
士
の
墓
な
り
。
處
士
、
農
家
の
子
を
以
て
す
る

も
、
幼
よ
り
乃
ち
學
を
績
み
て
怠
ら
ず
。
長
ず
る
に
既 お

よ

ん
で
は
江
戸
に
遊

び
、
業
を
太
田
錦
城
師
の
門
に
受
け
、
又
た
楠
ば
し
ば
余
に
踵 い

た

り
て
質
疑

す
。
蓋
し
将
に
進
ん
で
古
人
に

己
を
の
れ

が
為
の
學
を
求
め
む
と
す
。
居
る
こ
と

數
年
、
河
越
侯
※

、
其
の
名
を
聞
く
や
、
慣 め

し
て
前
橋
の
教
授
と
為
す
。

處
士
、
人
に
教
ふ
る
に
孝
友
惇
睦
※

を
以
て
先
と
爲
す
。
藩
の
子
弟
、
久
し

く
し
て
之
に
化
し
、
駸
駸
と
し
て
、
據
學
兵
行
せ
ざ
る
は
莫
し
。
侯
、
之

を
嘉
み
し
て
、
賜
ふ
に
紋
服
を
以
て
す
。
人
皆
な
之
を
榮
と
す
る
も
、
處

士
は
性
、
謙
虚
な
り
て
託
退
※

す
。
身
、
亦
た
善
ば
し
ば
病
み
、
教
導
の
缺

有
る
は
大
い
に
矦
家
の
學
を
設
け
し
所
以
の
意
に
非
ざ
る
を
懼
る
。
こ
こ

http://kien-youchiku.tokyo/00_kokuzan_1000.html
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に
於
い
て
一
朝
、
辭
去
し
て
、
檍
然
と
一
室
に
清
約
し
て
自
ら
甘
ん
ず
。

而
れ
ど
も
子
弟
の
之
を
據
慕
せ
る
者
、
猶
ほ
昨
の
ご
と
し
と
云
ふ
。
處
士
、

諱
は
光
芳
、
字
は
子
蘭
、
又
た
勝
次
郎
と
曰
ひ
、
石
𨵿
は
其
の
姓
、
黑
山

は
其
の
自
ら
號
す
る
所
な
り
。
上
毛
陣
場
里
※

の
人
な
り
。
父
は
太
郎
八
と

曰
ひ
、
諱
は
光
一
、
二
子
有
り
、
長
は
正
曉
と
曰
ひ
、
次
は
即
ち
處
士
な

り
。
處
士
、
安
政
戊
午
二
月
十
二
日
を
以
て
家
に
終
は
り
、
享
年
五
十
九

な
り
。
里
中
、
先
塋
の

側
か
た
は

ら
に
葬
る
。
配
は
北
爪
氏
、
先
づ
卒
す
。
子
は

男
一
、
女
二
、
皆
な
夭
す
。
葬
る
の
※

明
く
る
月
、
其
の
門
人
、
相
ひ
與
に

謀
り
て
其
の
碑
を
營
建
せ
む
と
す
。
處
士
、
余
を
信
ず
る
こ
と
特
に
篤
き

を
以
て
や
、
状
を
具 ぐ

し
来
た
り
、
墓
上
の
文
を
請
ふ
。
余
は
以
て
辭
す
可

か
ら
ず
。
遂
に
其
の
概
略
を
掲
げ
、
以
て
之
に
表
と
す
。 

安
政
五
秊
歳
次
戊
午
冬
十
有
一
月 

 
 
 

江
戸 

海
保
元
備
、
撰
幷
び
に
書
す 

須
藤
永
裕
、
鐫 ほ

る 

   

※ 

武
蔵
川
越
藩
五
代
藩
主
松
平
典
則 

天
保
七
年
一
月
二
十
三
日(1836

年3

月10

日
～
明
治
十

六
年(1883

年)

七
月
二
十
四
日) 

※
〇
古
之
學
者
為
己
、
今
之
學
者
為
人
〈
〃〉
論
語
《
憲
問
〄 

※ 

託
退 

自
ら
の
不
足
を
知
っ
て
へ
り
く
だ
る 

託
退
於
不
明
、
以
求
賢
良
、
譲
之
至
誠
。<

〉
漢

書
《
晁
錯
伝> 

 
 

〇
夫
子
踐
位
則
退
〈<

國
語
・
楚
語
上> 

(

注)

退
、
謙
退
也
。 

※ 

陣
場
里 

現
在
は
吉
岡
町
陣
馬
。 

※
之 

独
立
し
た
分
の
主
語
と
述
語
の
間
に
之
を
置
く
こ
と
で
、〇
Ａ
の
Ｂ
す
る
こ
と
〈
と
い
う
句
に

な
り
、
文
の
主
語
や
目
的
語
と
な
る
。〇
狐
之
有
孔
明
、
猶
魚
之
有
水
也
〈
私
に
孔
明
が
い
る
こ
と

は
、
魚
に
水
が
あ
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
な
の
だ
。<

三
国
志
・
諸
葛
亮
伝> 
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々 

現
代
日
本
語
訳 

〆 
石
関
黒
山
処
士
墓
表 

 
 

嗚
呼
、
こ
れ
は
石
関
黒
山
処
士
の
墓
で
あ
る
。
黒
山
処
士
は
農
家
の
子
で

あ
っ
た
が
、
幼
時
よ
り
学
を
積
ん
で
怠
ら
ず
、
長
ず
る
に
及
ん
で
は
江
戸

に
出
て
太
田
錦
城
師
に
入
門
し
、
ま
た
度
々
私
の
も
と
へ
至
っ
て
疑
わ
し

き
を
質
し
た
。
恐
ら
く
は
、
孔
子
の
言
わ
れ
た
〇
自
己
を
高
め
、
深
め
る

た
め
の
学
問
〈
を
進
ん
で
求
め
た
の
だ
ろ
う
。
江
戸
で
数
年
学
ぶ
と
、
そ

の
名
は
川
越
侯
の
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
と
な
り
、
召
さ
れ
て
前
橋
に
あ
る
藩

校
の
教
授
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
黒
山
処
士
は
孝
友
惇
睦
、
す
な
わ
ち

孝
行
・
友
愛
・
誠
実
・
親
睦
を
第
一
と
し
て
教
授
し
た
の
で
、
時
を
経
る

と
学
生
は
感
化
さ
れ
、
速
や
か
に
勉
学
に
兵
行
せ
ざ
る
学
生
は
い
な
く
な

っ
た
。
河
越
侯
は
こ
れ
を
嘉
み
し
て
紋
服
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
、
前
橋
の

人
々
、
陣
馬
の
人
々
は
皆
な
こ
れ
を
栄
誉
と
し
た
。
し
か
し
黒
山
は
性
、

謙
虚
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
だ
己
に
不
足
あ
り
と
し
て

謙
へ
り
く
だ

っ
た
。
ま
た
病

気
が
ち
で
も
あ
っ
た
の
で
、
教
導
に
欠
の
あ
っ
た
際
に
は
川
越
侯
の
学
校

を
設
け
た
所
以
を
大
き
く
違
え
る
こ
と
に
な
る
と
懼
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
次
第
で
、
あ
る
日
突
然
に
侯
の
も
と
を
辞
去
し
、
そ
の
後
は
故

郷
で
つ
つ
ま
し
く
、
心
安
ら
か
に
自
ら
を
楽
し
み
、
そ
れ
を
良
し
と
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
弟
の
処
士
を
據
慕
す
る
こ
と
は
変
り
が

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 
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処
士
の
生
前
の
名
は
光
芳
、
通
称
は
子
蘭
、
ま
た
は
勝
次
郎
で
あ
る
。
石

関
は
そ
の
姓
で
、
号
し
て
は
黒
山
と
名
乗
っ
た
。
上
毛

こ
う
ず
け

の
国
、
陣
場
の
里

の
人
で
あ
る
。
父
の
通
称
は
太
郎
八
、
生
前
の
名
は
光
一
で
、
男
児
二
子

を
挙
げ
、
長
男
は
正
曉
、
次
男
が
す
な
わ
ち
黒
山
処
士
で
あ
る
。
黒
山
は

安
政
戊
午
五
年
二
月
十
二
日
を
以
て
自
宅
で
終
焉
を
迎
え
、
享
年
五
十
九

で
あ
っ
た
。
陣
馬
の
里
中
の
、
先
祖
の
墓
に
な
ら
ん
で
葬
ら
れ
た
。
妻
は

北
爪
氏
で
、
先
に
死
ん
だ
。
子
は
男
児
ひ
と
り
、
女
児
二
人
が
あ
っ
た
が
、

共
に
幼
く
し
て
死
ん
だ
。
黒
山
を
葬
っ
た
翌
月
、
そ
の
門
人
た
ち
が
相
い

図
っ
て
碑
を
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
黒
山
処
士
の
、
私
に
対
す
る
信
が

特
に
篤
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
門
人
た
ち
が
書
状
を
携
え
来
っ
て
、

墓
上
の
文
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
私
は
辞
す
こ
と
可
な
ら
ず
し
て
、
黒
山

処
士
の
概
略
を
掲
げ
、
こ
こ
に
碑
文
と
す
る
の
で
あ
る
。 

安
政
五
年
戊
午 

冬
十
一
月 

江
戸 

海
保
元
備
が
撰
文
し
書
す 

須
藤
永
裕
が
石
に
刻
ん
だ 

  

参
考
図
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〉
群
馬
の
漢
文
碑
《
濱
口
富
士
雄 (

東
豊
書
店 

平
成
十
九
年) 

 


